
記 者 発 表 資 料

平 成 ２ ２ 年 ７ 月 ５ 日

地 域 の 大 規 模 公 共 事 業 現 場 を 地 元 中 学 生 が 見 学 ！
～ 地 元 立 江 中 学 生 徒 さ ん の 疑 問 に 答 え る ト ン ネ ル 現 場 見 学 を 開 催 ～

【 ポ イ ン ト 】

・ 国 土 交 通 省 が 工 事 を 進 め て い る 四 国 横 断 自 動 車 道 （ 阿 南 ～
し こ く お う だ ん あ な ん

小 松 島 間 ） 立 江 ト ン ネ ル （ 仮 称 ） に お い て 、 小 松 島 市 立 江 中 学 校
こ ま つ し ま た つ え こ ま つ し ま た つ え

の 生 徒 を 招 き 下 記 の と お り 、 現 場 見 学 会 を 開 催 し ま す 。

・ 日 時 ： 平 成 ２ ２ 年 ７ 月 ８ 日 （ 木 ） １ １ ： ０ ０ ～ １ ２ ： ２ ０ （ 予 定 ）

・ 集 合 場 所 ： 徳 島 県 小 松 島 市 立 江 町 字 中 山 ３ ２ ２ － １

（ 別 紙 図 面 参 照 ）

・ 対 象 者 ： 小 松 島 市 立 立 江 中 学 校 １ 年 生 ３ １ 名

【 概 要 】
・ 本 見 学 会 を 通 じ 、 地 域 の 皆 様 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 り 、 公 共 事 業 の 必 要 性 、

土 木 建 設 業 に 対 す る 関 心 を 持 っ て も ら い 、 道 路 整 備 に 対 す る 理 解 を 深 め て も ら う

事 を 目 的 と し て い ま す 。

・ 当 日 は 、 現 場 で の 取 材 が 可 能 で す 。

国 土 交 通 省 四 国 地 方 整 備 局 徳 島 河 川 国 道 事 務 所

徳 島 県 小 松 島 市 立 江 中 学 校
こ ま つ し ま た つ え

本 施 策 は 、 四 国 圏 広 域 地 方 計 画 「 NO.5圏 域 の 連 携 に よ る 発 展 に 向 け た 地 域 力 向 上

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」 の 取 組 み に 関 連 し ま す 。

【 問 い 合 わ せ 先 】

国 土 交 通 省 四 国 地 方 整 備 局 徳 島 河 川 国 道 事 務 所

Ｔ Ｅ Ｌ ： 088-654-2211（ 代 表 ） Ｔ Ｅ Ｌ ： 088-654-9162（ 直 通 ）

副 所 長 （ 道 路 ） 上 林 正 幸 内 線 ２ ０ ５
かみばやし ま さ ゆ き

◎ 工 務 第 二 課 長 渡 辺 修 身 内 線 ４ １ １
わ た な べ お さ み

徳 島 県 小 松 島 市 立 江 中 学 校 校 長 岡 崎 能 治
こ ま つ し ま た つ え お か ざ き よ し は る

◎ ： 主 た る 問 い 合 わ せ 先
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　四国横断自動車道（阿南～小松島）は、新直轄方式により整備される区間であり、
「地域格差の解消」、「渋滞解消」、「円滑な救急輸送の実現」、「広域交流の促進」
を目的に整備を推進しているところです。




